
愛媛県では、企業や団体、個人の皆様からの御寄附を「愛媛県新型コロナウイルス感染症対策応援基金」に積み
立て、医療や福祉など感染症対策全般の充実のために有効活用することとしております。
詳細については、以下のＵＲＬからご覧いただくか、愛媛県総務管理課までお問い合わせください。
・愛媛県ＨＰ （https://www.pref.ehime.jp/h10100/coronavirus/coronavirus-taisaku-kikin.html）
・ふるさとチョイス （https://www.furusato-tax.jp/city/product/38000） 愛 媛 県

www.pref.ehime.jp
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ふるさと愛媛応援寄附金
使いみちのご報告

●各市町へのお問い合わせ先・寄附金申出先

愛媛県新型コロナウイルス感染症対策応援基金について

県内の各市町への御寄附ありがとうございました。
えがお

愛媛県知事 中 村 時 広愛媛県知事 中 村 時 広

　令和3年度も、愛媛県への寄附とは別に県内の２０市町に対しても多くの方々から温かい御寄附をいただきました。
　今後も引き続き、県内の市町への御支援よろしくお願いいたします。
　なお、寄附の方法や寄附金の活用内容など、詳しくはそれぞれの市町にお問い合わせください。

市町名
松山市
今治市
宇和島市
八幡浜市
新居浜市
西条市
大洲市
伊予市
四国中央市
西予市
東温市
上島町
久万高原町
松前町
砥部町
内子町
伊方町
松野町
鬼北町
愛南町

愛媛県イメージアップキャラクター

089-948-6850

0898-36-1554

0895-24-1111（代表）

0894-21-0408

0897-65-1261

0897-52-1218

0893-24-1728

089-909-6382

0896-28-6005

0894-62-6408

089-964-4400

0897-77-2500

0892-58-9002

089-985-4103

089-962-7250

0893-44-6151

0894-38-2655

0895-42-1116

0895-45-1111（代表）

0895-72-7315

松山市二番町４丁目７番地２
今治市別宮町１丁目４番地１
宇和島市曙町１番地
八幡浜市北浜１丁目１番１号
新居浜市一宮町１丁目５番１号
西条市明屋敷１６４番地
大洲市大洲６９０番地の１
伊予市米湊８２０番地
四国中央市三島宮川４丁目６番５５号
西予市宇和町卯之町３丁目４３４番地１
東温市見奈良５３０番地１
上島町弓削下弓削２１０番地
久万高原町久万２１２番地
松前町大字筒井６３１番地
砥部町宮内１３９２番地
内子町平岡甲１６８番地
伊方町湊浦１９９３番地１
松野町大字松丸３４３番地
鬼北町大字近永８００番地１
愛南町城辺甲２４２０番地

790-8571

794-8511

798-8601

796-8501

792-8585

793-8601

795-8601

799-3193

799-0497

797-8501

791-0292

794-2592

791-1201

791-3192

791-2195

795-0392

796-0301

798-2192

798-1395

798-4196

納税課
i.i.imabari!推進課
市長公室
政策推進課
観光物産課
産業振興課
企画情報課
地域創生課
政策推進課
経済振興課
総務課
総務課
まちづくり営業課
総務課
企画政策課
総務課
総務課
ふるさと創生課
企画振興課
商工観光課

課名 郵便番号 住所 電話番号

「みきゃん」

県 外 窓 口
愛媛県東京事務所
住　所 〒102-0093 東京都千代田区平河町2丁目6番3号 都道府県会館11階
電　話 03‐5212‐9071 ファクス 03‐5212‐9072

愛媛県総務部総務管理局総務管理課
住　所 〒790-8570 愛媛県松山市一番町四丁目４番地２
電　話
Ｅメール

089‐912‐2255
soumukanri@pref.ehime.lg.jp

ホームページ ふるさと愛媛応援サイト
https://www.pref.ehime.jp/h10100/furusatonoze/right.html
ふるさとチョイス
https://www.furusato-tax.jp/city/product/38000

ふるなび
https://furunavi.jp/Municipal/Product/Search?municipalid=10038

ふるラボ
https://furusato.asahi.co.jp/city/detail/380008

ふるさと納税特設サイト「ひめふる」
https://hime-full.jp/

楽天ふるさと納税
https://www.rakuten.co.jp/f380008-ehime/?s-id=furusato_pc_area-ehime_f380008-ehime

ファクス 089‐921‐6363

愛媛県大阪事務所
住　所 〒550-0002 大阪府大阪市西区江戸堀１丁目９-１ 肥後橋センタービル
電　話 06‐6441‐2829 ファクス 06‐6441‐2830

愛媛県への
問い合わせ先
寄附金申出先
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令和3年度

　愛媛県では「ふるさと愛媛応援寄附金」として、全国の皆様に御協力をお
願いしましたところ、令和３年度中に２，７７７人の方々から、３，８４９万
２，０００円の御寄附を賜りました。
　この貴重な寄附金は、「愛顔（えがお）あふれる愛媛県」の実現のため、県産
品のブランド力向上、地球温暖化対策の推進、子育て支援や救急医療体制の
充実など、４分野１４事業の財源として活用させていただいたところであ
り、皆様の御芳志に改めて感謝を申し上げます。
　今後とも、皆様と愛媛との縁を大切に育んでまいりたいと考えておりま
すので、本県の発展に温かい御支援を賜りますようお願い申し上げます。

～ふるさと納税への御協力ありがとうございました～～ふるさと納税への御協力ありがとうございました～～ふるさと納税への御協力ありがとうございました～～ふるさと納税への御協力ありがとうございました～～ふるさと納税への御協力ありがとうございました～

ふるさとチョイス ふるラボ

ふるなび

ひめふる

楽天ふるさと納税



活き活きとした愛顔あふれる「えひめ」づくり 18,899,000円

産業技術研究所に５Ｇの特徴を体験できる施設（久米窪田5Ｇラボ）を整備し、県内企業が実施する研究開発等に
幅広く施設を開放したほか、最新技術の普及啓発に努めました。
また、県内企業と高精細映像伝送技術や農業用機械の遠隔制御システム開発などの共同研究を進め、ローカル5
Ｇ関連の技術開発支援を行いました。

県内企業への新技術の導入を促進
●5Ｇを活用した県内企業の技術開発支援

実需の創出を図るため、県産品ポータルサイト「愛媛百貨選」を通じた魅力発信に取り組んだほか、楽天EC「愛
媛百貨店」での販促CPやターゲティング広告などデジタルマーケティングを駆使し県産品の販路拡大を図った
ほか、事業者の稼ぐ力の向上を目指すECセミナーを開催しました。

営業力の強化と市場拡大
●デジタルを活用した営業活動の促進

平成30年７月豪雨災害からの復興の後押し等を目的に、南予地域で開催する「えひめ南予きずな博」の開催に
向けた準備を進めました。

●えひめ南予きずな博の開催に向けた準備

本県が開発した「愛媛あかね和牛」の安定的な生産を図るため、繁殖から肥育・出荷に至る一貫生産体制の整備を
支援した結果、持続的な生産拡大に向けた整備が進み、生産頭数が156頭（Ｒ３）へと増加しました。

愛媛産品のブランド力の向上
●愛媛あかね和牛の持続的な生産拡大に向けた生産基盤強化

県民が自転車に親しみ、サイクリングを楽しむことにより、サイクリストの裾野拡大や地域間の交流人口の拡大を
図ることを目的に、県と市町が協働して創設した「愛媛サイクリングの日」において、各市町で開催されるサイク
リング関連のイベントとの連携、広報、誘客促進などを実施しました。

自転車新文化の推進

●「愛媛サイクリングの日」におけるイベント実施

移住相談にワンストップで対応する「えひめ移住コンシェルジュ」の設置や、移住フェアの対面やオンラインでの
開催により、積極的に情報発信を行うなど、活力ある地域社会を維持するため、地域の担い手となる移住者の呼
び込みを図っています。

移住・交流の促進
●移住者の受入体制の強化

山間部や島嶼部における救急患者の搬送、災害時における広域救急搬送等において、極めて有用であるドク
ターヘリについて、県立中央病院及び愛媛大学医学部附属病院の協力等を得ながら運航し、救急医療体制の充
実を図っています。なお、令和３年度は、299件の出動があり、運航開始以降、消防機関等との訓練や症例検討
会等を重ね、より効果的・効率的な運航に努めています。

救急医療体制の充実・強化
●ドクターヘリの安全かつ効果的な運航体制の構築

地域における防災活動の中心的な役割を担う「防災士」を養成するため、２日間の愛媛県防災士養成講座を計
12回（自主防災組織８回、県職員２回、県立学校教職員１回、企業・団体職員等１回）開催しました。
同講座の受講者数は957名であり、このうち905名が新たに防災士の資格を取得しました。
なお、令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大により、予定していた講座の一部を翌年度に延期しました。

防災士の養成による地域防災力の向上
●地域における防災活動の中心的役割を担う防災士を養成

県内外において発生する大小の自然災害等への迅速な対応を実現するために、災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）
の活動支援や、災害拠点病院をはじめとした県内の医療機関における災害時の医療救護体制の強化に向けた取
り組みを実施しました。

災害時の医療救護体制の強化
●災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の活動支援等

県内の柑橘類や自然災害への気候変動影響の調査や、柑橘の栽培適地の変化と豪雨の発生頻度の将来予測の研究
等を行い、長期的な視点で適応策の検討を進めるとともに、「適応」への県民の意識啓発のためセミナーの開催や、
リーフレットの作成のほか、動植物に関する気候変動影響調査や、県内の暑さ指数などのデータ収集を行いました。

地球温暖化対策の推進
●気候変動影響や適応策の調査・研究

海洋プラスチックごみの効果的な削減に繋げるため、県内４カ所におけるマイクロプラスチックを含む漂着ごみ
と漂流ごみの調査や、南予地域の立入困難海岸における漂着ごみの現状把握調査を実施しました。
また、海洋ごみをテーマとする環境学習会に合わせ、海岸清掃活動を実施するイベントや、海洋プラスチックご
み対策の中核を担う人材を育成するセミナーを開催しました。

環境への負荷が少ない循環型社会の構築
●プラスチックごみ削減に向けた調査及び普及啓発

令和２年度に策定した「愛媛県食品ロス削減推進計画」を推進するため、計画の周知や食品ロス問題を考える機会を
創出するシンポジウムを開催しました。
また、家庭系食品ロス削減の普及啓発冊子作成、事業系食品ロス削減の補助事業や課題検証を実施しました。その
ほか、地域循環型フードバンク支援事業を推進しました。

●食品ロス削減に向けた普及啓発

活用金額

やすらぎの愛顔あふれる「えひめ」づくり 7,947,000円活用金額

やさしい愛顔あふれる「えひめ」づくり 7,489,000円活用金額

愛媛あかね和牛

久米窪田５Ｇラボ概観

愛媛県産品ポータルサイト
「愛媛百科選」

えひめ南予きずな博ポスター

愛媛サイクリングの日

令和３年度作成リーフレット

ビーチクリーン普及促進事業

フードバンク支援事業

移住フェアバナー

ドクターヘリ

ＤＭＡＴの活動支援

防災士養成講座

～えひめ南予きずな博について～
テーマ：つながるきずな、ひろがるいやし
コンセプト：南予から発信する「えひめシフト!!」
期間：令和４年４月24日～12月25日

市町（四国中央市を除く）と、県内に拠点を有する紙おむつメーカー３社との官民協働により、第２子以降を出生した
約4,400世帯に紙おむつ製品の購入に利用できるクーポン券「愛顔っ子応援券」（50,000円分）を交付し、子育て
世帯の経済的負担の軽減を図るとともに、県内企業の製品を在住市町の店舗で購入する仕組みとすることで、地域
産業の振興、地域経済の活性化につなげました。

安心して生み育てることができる環境づくり
●地域の強みを活かした官民協働による子育て支援

東京オリンピック・パラリンピックのホストタウン交流で関係を構築した国・地域等とのスポーツ交流活動に取り
組んでいます。新型コロナの影響により、直接交流はできなかったものの、令和４年１月には、マレーシアバドミ
ントン協会と友好交流促進の覚書を締結したほか、オンライン会議などを通じて友好関係の維持・強化を図りま
した。

国際スポーツ交流の推進
●マレーシアバドミントン協会との友好交流促進覚書調印式（オンライン）

輝く愛顔あふれる「えひめ」づくり 4,157,000円活用金額

紙おむつの購入支援

友好交流促進覚書調印式

令和3年度に頂いた寄附金3,849万2,000円（2,777件）は、次の事業に活用しました。令和3年度に頂いた寄附金3,849万2,000円（2,777件）は、次の事業に活用しました。

えひめ南予きずな博の開催


